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火
葬
場
は
、
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
に
よ
っ
て
「
国
民
の
宗
教
的
感
情
に
適
合
し
、
且
つ
公
衆
衛
生
そ
の
他
公
共
の

福
祉
の
見
地
か
ら
、
支
障
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
さ
れ
、
ま
た
厚
労
省
通
知
で
は
非
営
利
性
、
永
続
性
を
担

保
す
る
観
点
か
ら
、
そ
の
経
営
主
体
は
原
則
と
し
て
市
町
村
等
の
地
方
公
共
団
体
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
事

情
が
あ
る
場
合
で
も
宗
教
法
人
、
公
益
法
人
等
に
限
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
東
京
都
内
で
は
歴
史
的
経
緯
も
あ
り
、

民
間
事
業
者
が
独
占
的
に
火
葬
場
の
経
営
・
管
理
に
あ
た
っ
て
き
た
。
こ
こ
数
年
、
料
金
の
相
次
ぐ
値
上
げ
等
に
よ
っ
て
、
公

益
性
の
確
保
が
損
な
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
が
広
が
り
、
都
議
会
や
マ
ス
コ
ミ
等
で
も
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
厚
労
省
に
対
し
て
、
各
都
道
府
県
（
ま
た
は
市
・
特
別
区
）
が
行
う
指
導
監
督
等
の
内
容
を
整
理
す
る
よ
う
求
め
て

き
た
が
、
十
月
三
十
一
日
付
け
厚
労
省
通
知
「
火
葬
場
の
経
営
・
管
理
に
関
す
る
指
導
監
督
に
つ
い
て
」
が
発
出
さ
れ
た
こ
と

は
評
価
し
た
い
。
一
方
で
、
各
監
督
自
治
体
が
実
施
す
る
上
で
の
課
題
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す

る
。 

一 

同
通
知
で
は
、
立
入
検
査
や
報
告
徴
収
等
を
行
う
際
に
は
監
督
自
治
体
が
職
員
体
制
を
整
え
て
臨
む
こ
と
が
望
ま
し
い
と

あ
る
が
、
都
内
民
間
火
葬
場
の
場
合
、
火
葬
場
が
立
地
す
る
区
は
限
ら
れ
、
一
か
所
の
火
葬
場
を
多
数
の
自
治
体
の
住
民
が
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利
用
し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
立
地
区
の
み
で
指
導
監
督
業
務
を
行
う
こ
と
は
過
重
な
負
担
で
あ
り
、
広
域
的
な
整
理
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。 

二 

同
通
知
で
は
、
地
域
に
お
け
る
将
来
的
な
死
亡
者
数
の
見
込
み
と
火
葬
場
の
対
応
能
力
を
考
慮
す
る
と
あ
る
が
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
独
占
状
態
に
あ
っ
て
は
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
政
策
的
に
担
保
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
監
督
自
治
体
に
よ
る
指
導

権
限
の
中
に
は
、
火
葬
需
要
に
合
わ
せ
た
対
応
能
力
の
増
強
ま
た
は
縮
小
を
事
業
者
に
求
め
る
こ
と
は
、
現
行
法
上
可
能
か

伺
う
。 

三 

同
通
知
で
は
、
火
葬
場
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
規
定
が
明
確
で
十
分
な
説
明
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
い
る

も
の
の
、
必
ず
し
も
「
適
正
料
金
」
を
担
保
で
き
ず
、
こ
の
内
容
だ
け
で
は
料
金
の
高
額
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は
困
難

で
は
な
い
か
、
見
解
を
伺
う
。 

四 

現
行
法
令
上
、
火
葬
料
金
に
つ
い
て
監
督
自
治
体
が
指
導
す
る
こ
と
は
可
能
か
、
見
解
を
伺
う
。 

五 

墓
地
埋
葬
法
な
ら
び
に
憲
法
九
十
四
条
に
照
ら
し
、
条
例
に
よ
り
火
葬
料
金
を
規
制
す
る
こ
と
は
可
能
か
、
見
解
を
伺

う
。
そ
の
際
の
留
意
事
項
が
あ
れ
ば
、
併
せ
て
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


